
医療の谷間に灯をともす



人口（社会）が減少（縮小）し、今後約１０年で医師需給は均衡し、
１５年後には需給が逆転します。
つまり、『時代が求める医師像は、確実に変わります』 。

医師を目指す皆さんに今よく考えてほしいこと



一般内科診療
急性疾患への対処

慢性疾患の診療と管理

家庭医療
在宅・介護医療

予防医学
(健康教育・健康診断)

健康管理、メンタルケア
（産業医・学校医）

多様なニーズに対処できる医師
総合医

高齢者医療

地域包括ケアの構築
地域最適の医療の提案

地域住民との対話

これから医師を目指すあなたへ
これからの日本に求められる医師像

高い総合的診断能力を有し、地域の医療体制を行政と協
力して先導できる
自治医科大学が理想とする医師の生き方は魅力的︕に映
りませんか



総合的な人間力の陶冶と、

地域社会のリーダー育成を目指す

自治医科大学

学長 永井 良三

総合医として地域社会に貢献する人材を全国に輩出して53年

陶冶とは“人格や能力を円満に育て上げること”

とうや



特色あるカリキュラム
大学ホームページがさらに新しく見やすくなりました。ぜひ一度ご覧ください。
https://www.jichi.ac.jp

優れた総合医を育成する
自治医科大学の特長

https://www.jichi.ac.jp


・学生寮ラウンジでの協働学習を推進
自習室・ラウンジで一緒に学び合う

・BBS(Big Brothers & Sisters)︓上級生による1年生支援

低学年から始まる協働学習



1年生から全員で「地域医療学」を学ぶ
1年生から卒業までの6学年を通じて、
計200コマの独自の地域医療学
プログラム（講義や実習）を実施

出身県でも地域医療を実践的に学ぶ
例えば
・地域医療BSL（出身都道府県の診療所等）
・地域保健実習（全国保健所）
・拠点病院実習（出身都道府県の研修病院等）



3学年で、他大学より1年早くスチューデント・ドクター称号を取得し、
4学年〜6学年はすべての診療科で、診療チームの一員として実習する

地域に出る前により長く臨床能力を磨く

・全国最長78週間のBSL（選択︓院内外、海外BSL）



内科

• 循環器内科

• 消化器・肝臓内科

• 呼吸器内科

• 脳神経内科

• 腎臓内科

• 内分泌代謝科

• アレルギー・リウマチ科

• 血液科

• 感染症科

• 総合診療内科

外科

• 心臓血管外科

• 消化器外科

• 呼吸器外科

• 脳神経外科

• 腎臓外科

• 乳腺科

• 整形外科

• 移植外科

• 形成外科

• 美容外科

地域に出る前に幅広い臨床能力を磨く-附属病院全科ローテート-

（自治医科大学附属病院の診療科より）

• 泌尿器科

• 産科

• 婦人科

• 耳鼻咽喉科

• 眼科

• 皮膚科

• 歯科口腔外科

• 臨床腫瘍科

• 緩和ケア科

• 精神科

• 麻酔科

• 救急救命・総合集中治療センター

• 総合周産期母子センター

• 放射線診断・治療科

• 病理診断科

• リハビリテーション科

• 小児科

• 小児外科

• 小児先天性心臓血管外科

• 小児泌尿器科

• 小児整形外科

• 小児脳神経外科 など



地域に出る前に医学を深める-フリーコース・スチューデント・ドクター制度-

5学年終了時
国家試験合格レベルに到達している、志の高い優秀な学生から希望者を選考する

6学年前半期まで
・総括講義の出席・卒業試験が免除され、
各学生にメンター教員がつき、7か月間の自主
的な研修期間が付与される。
・国内外の医療機関・研究所、どこでも大学が、
実習施設利用費を全額負担、交通費も補助

海外研修



自治医科大学の特長

高い国家試験合格率
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2018、2019、2023年︓合格率99.2% 2025年︓合格率99.3％



・担任会、学習支援部会が学習・生活をサポート

・4〜6学年で
国家試験に準じた総合判定試験で
段階的学習達成をチェック

・6学年では1年を通じ手厚い補講

・予備校模擬試験も大学が費用負担

手厚い学習支援



自治医科大学の特長

あんしんの全寮制
大学ホームページがさらに新しく見やすくなりました。ぜひ一度ご覧ください。
https://www.jichi.ac.jp

https://www.jichi.ac.jp


自治医科大学学生寮

学生寮のセキュリティは
・ワンルームタイプ
・各部屋にタッチキー式ドア
・男女の寮はカードキーで区分け
・学生食堂では、100円朝食、

キャッシュレス式で安心の寮生活
・寮費は8500円/月（水道代込み）

寮内・学内は全てフリーWI-FI完備



自治医科大学の特長
入学金・授業料が不要
入学準備金40万円支給
大学ホームページがさらに新しく見やすくなりました。ぜひ一度ご覧ください。
https://www.jichi.ac.jp

https://www.jichi.ac.jp


地域で学ぶ自治医大卒業生の
進路とは

大学ホームページがさらに新しく見やすくなりました。ぜひ一度ご覧ください。
https://www.jichi.ac.jp

https://www.jichi.ac.jp


地域診療所等

高度医療機関から診療所まで
体系的に

さまざまな医療機関で診療を経験

地域中核病院

地域
拠点病院

地域医療従事期間 卒業後の９年間の研修・医療従事

・初期臨床研修
（出身都道府県の地域拠点病院）
＊出身都道府県の優れた指定病院で受けられる
→ 医師としての技能をしっかり身につけることが
できる
（通常はマッチングという選抜を受けなければならない !）
・地域医療従事
（出身都道府県の地域診療所等）
・後期臨床研修
（出身都道府県地域拠点病院、本学等）
・地域医療従事
（出身都道府県の地域中核病院等）



診療所勤務ではDr.コトー（医療ドラマ）のようなことが

加唐島診療所

初期研修
2年

地域医療
2年

地域医療
4年

後期研修
1年

７年 小野原貴之先生
佐賀県 (34期)卒業後は、都道府県庁の職員として勤務する。

＊一部の都道府県では、市町村・病院機構等の職員になる場合があります。



3人の母親でもあります消化器内科副部長 新井由季 先生 （栃木25期）

卒後10年の女性医師
フルタイム勤務率

70％以上

ライフイベントやワークライフバランスについて支援します

 40年間の支援実績



在学６年＋卒後９年間のサポート体制

総合医を支援する
自治医科大学の特長

学生
6年

初期研修
2年

地域医療
2-3年

地域医療
2-3年

後期研修
1-2年

７年

在学期間6年x1.5  = 合計9年

・医学教育センター（学習支援）
・学生生活支援センター
・学生寮生活サポートセンター
・学生県人会
・BBS（先輩たちによる新入生支援）
・女性医師支援担当

・勤務医療機関
・都道府県庁担当部署
（研修、結婚、出産の支援の相談）
・卒後指導委員
・女性医師支援担当
・県人会レベルでの勉強会

国家試験
合格

出身県



専門医取得後も総合医のベースを生かし
「なんでも診られる」医師として活躍

将来の進路
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（基礎・臨床研究、公衆衛生
地域医療学研究）

医療最前線を含む病院再編、
地域包括ケアを構築

行政職員として
地方再生、医療政策、

町づくり

国際医療など
海外へも



自治医大の精神を忘れない

卒業後、都道府県庁職員
として働く卒業生を都道
府県庁と協力して
専門医や学位の取得
だけではなく
災害時など困った時
に支援しています。

苅尾七臣先生
（兵庫10期、本学内科学講座循環器内科学部門教授）

救援活動の原点 困っている人 助けたい。

東日本大震災が発生した時、三陸海岸沿いの過疎地域の医療
機関には多くの自治医大卒業生が勤務していました。宮城県
南三陸町の公立志津川病院には当時菅野武先生（宮城県28
期）らがいました。大災害に直面し逃げることなく、目の前
の激変する医療状況にしっかり対峙した彼らの粉骨砕身の頑
張りは、現地の医療に大きな貢献をしました。私も1995年1月
17日に阪神淡路大震災が発生した当時、震源地である兵庫県
淡路島北淡町（現淡路市）の国保北淡診療所に勤務しており、
東日本大震災ではフラッシュバックのように阪神淡路大震災
の情景がよみがえりました。それは私だけではなく、自治医
大同窓会、卒業生や大学病院全体で、医療支援を行いました。
医療の谷間つまり困った人を助けたいという自治医大の精神
は脈々と受け継がれています。 （2012年5月1日付・愛媛新聞）



自治医科大学の求める人材

学長 永井 良三

高校生で医師を目指す人はもちろん、
すでに他大学で教育を受けている方、
社会に出て多様な経験をされた方で、
地域の医療、社会を支える気概にあ
ふれ、幅広い心を持つ方の入学を期
待しています。



原動力は『仲間が頑張っている』

全国に広がる地域で活躍する卒業生

地域医療に灯をともしつづけて
53年の歴史と伝統

を示す自治医科大学の誇りです

自治医科大学は、同じ志を持つ仲間（あなた）を待っています︕


